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最適な案件をレコメンドし
機会損失を防止

申請・契約に関する
情報を一元化

入札傾向を活用した
受注戦略を実現

AI分析により入札不調対策や
適正な調達判断を支援

情報集約と電子化により
事務負担を軽減

データ活用により業者選定や
施策立案を支援

SuperCALS
Nexus Public DataHub
公共事業の情報集約・データ利活用による業務支援ソリューション

電子調達から始まるDX ～散在する情報をつなぎ、公共DXを加速する～

散在する情報を集約し、自治体職員と事業者双方へワンストップで提供します。AIを活用した業務支援により、

業務効率化と自治体DXを実現します。

SuperCALS
事業執行

SuperCALS
設計積算

内部情報SuperCALS
電子調達

電子契約

請求・契約

ダッシュボード

AIデータ分析

申請・ワークフロー

Nexus Public DataHub

Nexusは連結・結合・関連性を表し、多様なデータやサービスをつなぐ基盤

DataHubにより情報集約と利活用を実現

契約情報 ・入札案件情報

情報集約リポジトリ

財務・予算データ 業者データ
（経審・許可、格付け等）

複数システムの連携で実現するデータの利活用

入札機会の拡大

手続き負担の軽減

経営判断を支援

調達業務の最適化

業務効率化

戦略的な意思決定

自治体への
メリット

事業者への
メリット自治体と事業者をつなぐ

業務系システム
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お問い合わせ先

導入効果／年

2億円

8,000万円

⚫業務量の増加

⚫データ利活用が進まない

⚫業務の分散、煩雑化

⚫入札機会の喪失

Before

⚫情報集約による効率化、入札不調削減

⚫データドリブンによる施策立案

⚫既存業務の紙脱却およびデジタル化推進

⚫業務データを分析したPUSH通知による

事務処理漏れ防止、入札機会促進

After

電子調達や契約、事業者情報などを集約。必要な情

報へワンストップでアクセスでき、情報収集の手間

を削減、処理の漏れを防止します。

所管課や事業者への意見収集を効率化。収集した声

を業務改善や制度見直しに活用できます。

条件に応じた対象者へ一括で情報発信。お知らせや

依頼事項の確実な周知を支援します。

業務効率と外部連携を強化する「Nexus Public DataHub」

Nexus Public DataHubは、電子調達を中心とした情報を集約し、自治体職員と事業者をつなぐ業務支援基盤です。

フロント機能にServiceNowを採用することで、ＧビズＩＤ連携や他システム連携など将来的にはフロント機能の枠を超えた活用

が可能となります。

事業者ごとの資格や登録情報に応じて必要な情報を

提供し、効率的な案件探索を支援します。

⚫ 自身の申請業種、名簿登載先の情報

⚫ 保持する資格に対する案件の提案

⚫ 指名された案件の通知

⚫ 経営審査情報の期限切れの警告

GビズIDによるシングルサインオンで複数システム

へスムーズにアクセス。ログインや申請手続きの負

担を軽減します。

内部事務の改革 外部サービスの向上

Nexus Public DataHub導入による効果

Nexus Public DataHubは、データを集約、分析し、AIが提案し、自治体と事業者をつなぐ基盤として、以下のような費用対効果

をもたらします。

職員ポータル
– 必要な情報をひとつに – 

アンケート機能
– 現場の声を、すばやく収集・分析–

自治体

事業者

※人口600万規模の県を想定して算出した参考値

メール送付機能
 – 必要な相手へ、必要な情報を – 

事業者ポータル
– 入札機会を、もっと身近に – 

GビズID連携
– ひとつのIDで、かんたんアクセス – 

Nexus Public DataHub

ServiceNow
自治体 事業者

富士通Japan株式会社

お客様総合センター 0120-835-554 ご利用時間 9時～12時、13時～17時30分（土・日・祝日・当社指定の休業日を除く）

記載内容には実装予定の機能を含みます。 詳細な提供範囲や仕様は、お問い合わせください。

Nexus Public DataHubとは
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